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事業所名 第三者評価受審年度 令和５年度

評価結果に基づく現状分析
（　令和５年度 ）

改善計画
（　令和５年度末時点 ）

実施状況
（　令和6年度末時点 ）

プログラム
提供指針

策定と
教材の更新

について

企業のオフィスワークで求められる職
業スキルも時代とともに変化している。
卒業生の就労先企業等を参考に、令
和5年に事務・軽作業の訓練教材を見
直し始めたが途上である。その他のプ
ログラム教材も蓄積されており、整理や
アップデートを行う必要があると分析し
ている。

◎ 訓練プログラムごとに提供指針の
策定を開始しているため、これを着実
に進める。
◎ 職業スキルにおいては、企業へのヒ
アリングや業務調査を進め、時代の変
化に応じたＩＴ訓練、及び事務作業訓
練のあり方を所内で議論し、指針に反
映する。

◎ 訓練プログラムごとの提供指針（令
和７年度版）を令和6年度中に全職員
で策定した。 プログラムごとの役割や
目標を職員間で再確認した。
◎　全ＰＣのofficeソフトを365にアッ
プグレードする他、teamsやウェブメー
ル等の活用訓練、生成AIの試用など
デジタル推進を令和7年度中に計画。

事業所の
継続的な
広報活動

について

事業所の活動は、ホームページや地域
支援機関への訪問等で広報しており、
反響も増えている。一方で、ブログや
SNSの更新、広報誌の発行は、日々の
業務において後回しになりやすい状況
がある。

◎ 広報活動のターゲットを明確にした
うえで、顧客管理システムを活用した
メール配信を4月から開始する。
◎ 地域行事や研修会への参加・企画
を通じて、地域との関わり・地域への貢
献を強化する。

◎ 顧客管理システムを活用したメール
配信を年数回実施した。令和7年度も
支援機関や学校関係者の対象者数を
増やし配信を継続する。
◎ 令和6年に地域就労支援フォーラム
に企画発起事業所として参画。なかぽ
つセンターとも学習会等で連携を始
め、地域との繋がりを強化している。

職員の
キャリアパス

の見直し

について

等級に応じたスキルを示すキャリアパ
スを人事考課と合わせて運用している
ものの、策定から数年が経過している
ため、就労支援の社会情勢や所内の
ニーズに合わせて見直す必要性があ
ると分析している。

◎ 法人の令和6年度事業計画に記載
し、実行目標とする。
◎ 等級ごとに、より具体的かつ専門的
なスキル目標を設ける。

◎ キャリアパスの見直しは令和７年度
に持ち越して実施する。関連して、職員
の資格取得支援の制度化を進めてお
り、併せて7年度中に計画している。
◎ 就労支援における新たな研修体系
に合わせて、職員の研修受講計画を立
てている。

※「項目」は、第三者評価における「さらなる改善が望まれる点」などを参照に、施設が独自に決めています。

※第三者評価の結果は、施設において公表しています。

私たちの施設は、「福祉サービス第三者評価」を活用して、利用者サービス向上のために常に努力しています。

「福祉サービス第三者評価」を踏まえたサービス改善計画・実施状況

ＨＯＰＥ神田

実施状況
（　　　　　年度末時点）

※この様式は、「千代田区障害者日中活動系サービス推進事業補助金交付要綱」等の規定に基づき、利用者の皆様にお知らせするためのものです。
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